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発達障害学生支援における学生自身による効果評価の試み




することであった。各学生に対して支援 !1r-J始前 (4~6 月 ）および支援を行った後 （翌
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Disorder ; 以下， ASD)のスクリーニングとして
はAQ(Autism-Spectrum Quotient ; 若林・東條．
Baron-Cohen・Wheelwright, 2004)、注意欠如・多
動症 (AttentionDeficit Hyperactivity Disorder ; 以
下， ADHD)のスクリーニングとしてはCAARS



































































No. 性別 障害種別 主な修学上の課題 主な修学支援 総合得点




#2 男性 ASD,ADHD傾向 講義の出席，時間管理 履修相談，時間管理スキルに関する支援
#3 男性 ASD 





#5 男性 ASD傾向 時間管理 時間管理スキルに関する支援，学内・学外関係者との調整 増加
#6 男性 ASD傾向 時問管理 時間管理スキルに関する支援 増加
#7 女性 ASD傾向， ADHD傾向時間管埋 時間管理スキルに関する支援，学外関係者との調整 増加
#8 女性 ADHD 音声の間き取り時間管理音声の聞き取り，時間管理スキルに関する支援 増加



















































X年 4 月 ~6 月）および後期（事後： X+l年 1





息う」までのリ ッカー ト尺度の 6件法を用いて
10項目でオ称成した。アンケート項目の作成に
-24.9-
佐々木銀河• 青木真純・五味 f羊ー・竹1王1 ー則
あたり、山崎ら (2012)を参考に、修学支援に
よって学生に期待される成果に関する項目を第


















































1 修学上の課題によって、 1 2 3 4 5 
卒業や修了を困難に感じていますか？
6 
2 修学上の課題によって、 1 2 3 4 
悩むことが多くありますか？
5 6 
3 修学上の課題によって、 1 2 3 4 
授業の単位を落とすことがありますか？
5 6 
4 修学上の課題によって、 1 2 3 4 5 
勉学・研究が嫌になることが多くありますか？
6 
5 修学上の課題によって、 1 2 3 4 5 
将来の就職が心配になることが多くありますか？
6 
6 修学上の課題によって、 1 2 3 4 5 
人間関係で困ることが多くありますか？
6 
7 修学上の課題に対して、 1 2 3 4 5 
適切な解決方法が見つかっていますか？
6 
8 修学上の課題に対して実施した解決方法は、 1 2 3 4 5 6 
上手くいっていますか？， 修学上の課題があっても、
1 2 3 4 5 
卒業や修了はできると思いますか？
6 





































































イ左々 木・多}UiJ. 罹『木真純・五味洋一・竹田 一則
= 2.71, p < .05, d= .90)。また、 9名の参加者の
うち 7名の学生において、事前と比べて事後で
総合得点の培加が見られた。残り 2名のうち、
















































課題によって、 ば阻によって 謀題にJ、つ℃ 課迎に対して”、 ば胚に刃して 謀題があっても、 修字上の謀題が
勉字 •!Ji究が 将米の就謀が 人間関係で 適切な解決方法が 英施した 卒采や{Ii了la- 紐くと思いますか？
嫌になることが 心配になることが 困ることが 見つかって 朕決万法は できると



























































































佐々木銀河・ j題糸應・ 1工1月ミ 翌(:-. iか1王I--HU 
併せもつ学生も少なくなく、心理的な不調を
理由とした講義の出席は重要な支援ニーズの 1
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Preliminary Evaluation of Learning Supports by College Students 
with Developmental Disabilities 
Ginga SASAKI*, Masumi AOKJ*, Yoichi GOMI** and Kazunori TAKEDA… 
Characteristics of college students with. developmental disabilities who evaluated the ef『eelsof 
learning support positively and those tbat considered the support was not effective were investigated. 
Preliminary evaluation of the effects of learning support was conducted by students with 
developmental disabilities (N=9). They were receiving support from the office for students with 
disabilities in university. A questionnaire on tbe effects of learning support was condt1cted before and 
after learning supports. The results indicated a significant increase in the scores after receiving support. 
Students that positively evaluated the effects had problems in listening and time management. On the 
other hand, students that considered the support was not effective had problems in attending lectures. 
ln the future, it would be necessary to examine learning support for students with difficulties in 
attending class. Furthermore, it is suggested that the reliability and validity of evaluating the effects可
learning support should be improved. 
Key words: Developmental Disabilities, College Students, Learning Supports, Reasonable Accommodations, 
Preliminary Evaluation 
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